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開 会 午後１時３０分

○曽田こころ委員 私は、本日、進行役を務

めます第５期若者議会の曽田こころです。

本日は新城市議会の皆様におかれましては、

議場の使用を許可していただき、ありがとう

ございます。

７年目となる令和最初の中学生議会は、今

までと異なる点が２点あります。

まず一つ目は、中学生の皆さんに新城市を

よりよくするためには何ができるかを考えて

もらうこと。

二つ目は、中学生の皆さんのサポート役で

若者議会が携わったことです。市内の中学生

として、事前に今の新城市の状況や皆さんが

思っていることを話し合い、この新城市がも

っと魅力あふれる市となるためには、自分た

ちは何ができるかを考えました。真剣に考え

たアイデアばかりですので、よろしくお願い

いたします。

では、ただいまから、令和元年度新城市中

学生議会を開会します。

本日の流れとしては、学校ごとに質問席に

移動してアイデアを発表していただきます。

では、心の準備は大丈夫でしょうか。皆さ

ん緊張してると思いますが、頑張ってくださ

い。

では、最初の中学校は、新城中学校です。

新城中学校の皆さんは、質問席に移動してく

ださい。

（新城中学校議員 質問席に移動）

○曽田こころ委員 最初の発表者は、前川來

輝さん、荻野桂輔さん、山尾彩人さんです。

よろしくお願いいたします

○前川來輝議員 新城中学校の前川來輝です。

今から私たちが考えたアイデア、「チャン

リコツアーもりこぎするか、立ちこぎする

か」について発表します。

このアイデアが生まれた経緯は、僕らが感

じている新城市のいけてるところ、チャリン

コがあればどこでも行けると、イケてないと

ころ、遊ぶところが少ないというアイデアを

組み合わせて何かできないかという話し合い

をしてから生まれました。

○荻野桂輔議員 荻野桂輔です。

僕らが考えたアイデアは、チャリンコに乗

りながら新城市の自然や歴史を楽しめるツア

ーです。

僕らがお勧めする市内の隠れたスポットを

紹介するマップを作成します。そのお勧めス

ポットには、キーワードが設置してあり、全

部を回ると一つの言葉になるように仕掛けを

考えています。キーワードをスタンプラリー

形式にして、一カ所ずつ写真を貼ってもらい

ます。全てのキーワード写真をコンプリート

した人には、新城市の特産品やのんすけグッ

ズなどの景品を渡すことを検討しています。

また、来てくれた人にも新たにお勧めのスポ

ットを見つけてもらい、発信してもらえると

いいなと考えています。

○山尾彩人議員 山尾彩人です。

これを実現するために、私たちは何をする

かというと、まずはお勧めスポットに掲載し

たツアーマップを作成します。そのあと、お

勧めスポットにキーワードの設置や農家さん

などに景品の協力をお願いに行こうと考えて

います。参加する人は、チャリンコを持参し

てもらう予定です。

このアイデアを実現することで新城市への

メリットは、参加者には市内を回ってもらえ

るので、新城市のＰＲになる。チャリンコを

使うことで、僕らと同じ世代も楽しめる遊び

がつくれる。楽しみながらチャリンコを走ら

せることによって、運動不足の解消になると

考えています。

以上で、僕たちの発表を終わります。あり

がとうございました。

○曽田こころ委員 前川さん、荻野さん、山

尾さんありがとうございました。

次の発表者は、長坂優洋さん、筬島章吾さ

ん、藤牧海斗さんです。よろしくお願いいた
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します。

○長坂優洋議員 新城中学校の長坂優洋です。

今から僕たちが考えたアイデア「設楽原の

夜」について発表をします。

このアイデアが生まれた経緯は、僕たちが

感じている新城のイケていないところ、遊ぶ

ところが少ない、観光地が余りないという意

見を組み合わせて何かできないかという話し

合いから生まれました。

○筬島章吾議員 筬島章吾です。

僕らが考えたアイデアは、新城のたくさん

ある自然を生かしたイベントです。設楽原と

いう歴史的な場所を学びながら、夕方にはキ

ャンプをしながら新城市の特産品を使った料

理を楽しみ、最後は夏の暑い夜に首洗い池と

いう名称を生かして肝試しをして涼しくなっ

てもらおうというイベントです。

○藤牧海斗議員 藤牧海斗です。

これを実現するために、私たちが何をする

かというと、新城の歴史、特に長篠、設楽原

の戦いに詳しい方にガイドをお願いし、新城

の歴史、バスの手配などは大人に協力しても

らおうと思います。僕たちは、夏の夜の肝試

しの雰囲気をつくるために、全力で頑張ろう

と思います。参加する方にも雰囲気づくりを

協力してもらい、テントをホラーな感じにデ

コレーションしてもらおうと考えています。

キャンプをする場所は、もう少し考えてみよ

うと思っています。

このアイデアを実現することで、新城市へ

のメリットは歴史好きな人、アウトドアが好

きな人、ホラーが好きな人などがたくさん集

まります。そこで、同じ趣味を持つ人へ口コ

ミが広がり、マニアの中でも有名になり、有

名になるとテレビに取り上げられてさらに有

名になる。最終的には新城市の知名度アップ

につながると思います。

以上で、僕たちの発表を終わります。あり

がとうございました。

○曽田こころ委員 長坂さん、筬島さん、藤

牧さん、ありがとうございました。

新城中学校の発表が終わりました。市長よ

り御意見をいただきたいと思います。お願い

いたします。

○穂積亮次市長 新城中学校の皆さん、大変

ありがとうございました。中学生らしい発想

に富んだ提案だったとお聞きしました。

まずは、チャンリコツアーですけれども、

最近の観光の特徴としては、単にいわゆる有

名なところに行って、見て、ご飯を食べて終

わるというのではなくて、いろんな体験を、

事柄を体験する、そんなことが大きな傾向に

なっていますし、外国人の訪問客もそういう

ことに特に大きな興味を持っています。そう

いう点でいいますと、チャリンコツアーとし

て出されたアイデアというのは、そうした新

城を訪れてくれた皆さん、あるいは新城に興

味を持ってくださった皆さんに自転車という

ツールを通じて、自転車の目線から見た新城

のいいところ、あるいはスポットを紹介をし

合う、そしてそれを通じて広げるということ

で大変おもしろいものだと思いました。

これまでも、若者議会からいくつか提案が

あって、湯谷温泉での電動レンタサイクルを

置いたらどうかっていう提案が採用されたこ

とがありました。それから、地域おこし協力

隊といって、都市部からこの新城に移ってき

て、そして、新城のいいところをいろんな意

味で発掘をしていこうという若者たちの活動

がありますけれども、その中からサイクリン

グマップが作成されました。ライド新城とい

う名前で簡単なフルカラーのリーフレットで

すけれども、いろんなコースが紹介をされて

いてとても有効なものだと思いますし、また、

今年地域おこし協力隊で来てくれた蜂須賀っ

ていう方は、マウンテンバイクの競技の優勝

者でありますが、その方が自転車でのまちお

こしを真剣に考えてくれていますので、そう

した皆さんともぶつかり合っていろいろ意見

交換をしていったら、よりよいものになるの
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ではないかと思います。

ちなみに、２０２６年まだだいぶ先のよう

でありますけれども、２０２６年、あと７年

後ですね。愛知県でアジア大会というのが開

かれます。来年はオリンピックがありますけ

れども、スポーツの大会、アジア大会が開か

れ、その折には新城・奥三河が自転車競技の

会場になるということが、ほぼ確実になって

います。それに向かっていろいろな準備もし

ていきますけれども、新城からこのアジア大

会の自転車競技に出場するような選手が出て

くれるとさらにうれしいかというふうに思っ

ています。

それから、次の設楽原の夜というアウトド

ア、歴史好き、ホラー好きをターゲットにし

たアイデアでありました。ちょうど設楽原の

周辺では、今歴史ガイドのボランティアガイ

ドの皆さんに本当によく頑張ってくださって

います。設楽原の歴史資料館には、毎日のよ

うに大型の観光バスが来ておりますけれども、

そこにボランティアガイドの皆さんが、地域

の皆さんが本当に無償でガイドマップをつく

ったり、見どころを紹介をしたりしています。

そうした皆さんのおかげで設楽原歴史資料館、

あるいは長篠城址史跡保存館も大きなにぎわ

いを見せています。

一方で、鳳来の長篠の歴史城址の博物館で

は、鳳来中部小学校の皆さんが歴史ガイドを

買って出ていろんな勉強をしながら、観光客

の皆さんにガイドをしています。ぜひ、皆さ

んも大人たちのガイドをしてもらうだけでは

なくて、自分たちのガイドができるぐらいに、

地域の事情によく知って、そして人に紹介で

きるようになってくれたらこのアイデアもさ

らに大きなところなるのではないかと思いま

す。

それから、鳳来の奥のほうでは、親子キャ

ンプを小学校の跡地で行ってる例もあります。

そういう意味では設楽原の歴史資料館の周辺、

首洗い池を含めて、いろんな歴史のことを通

じてホラーや、あるいはアウトドアへの広が

りを見せてくれるものというふうに思います。

皆さんが新城のイケてないところ、観光地

や遊ぶところが少ないというところを逆に自

然や歴史やそうしたものをより楽しめるため

に、さまざまな味つけをしてもらえるような

アイデアをしてくれたことに、心から感謝を

してコメントにしたいと思います。

ありがとうございました。

○曽田こころ委員 ありがとうございました。

新城中学校の皆さんは、自席にお戻りくだ

さい。

２番目の中学校は、東郷中学校です。東郷

中学校の皆さんは、質問席へ移動してくださ

い。

（東郷中学校議員 質問席に移動）

○曽田こころ委員 最初の発表者は、山下優

輝さん、原築さん、小島琉冬さんです。よろ

しくお願いいたします

○山下優輝議員 東郷中学校の山下優輝です。

今から私たちが考えたアイデア、「新城と

言えば〇〇だ」について発表します。

このアイデアが生まれた経緯としては、僕

らが新城のいけてないところは、人が来ない、

人が集まらないところだと感じ、それを改善

するためにこのアイデアが生まれました。

そこで、僕たちは新城市には空き家が多い

ことに注目しました。具体的にどのようなア

イデアかというと、地域にある空き家を利用

して宿泊できるような施設にし、そこには新

城の特産物を味わえるように野菜や五平餅、

新城茶などを完備しておきます。特産物を使

った料理をつくられるようにあらかじめ郷土

料理などのレシピも用意して、誰でも楽しめ

るようにします。

○原築議員 原築です。

これを実現するために、私たちが何をする

かというと、まず空き家の掃除をして空き家

をきれいにします。さらに、調理するための

野菜などを僕たちが育てて食材の補充をしま
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す。また、空き家利用のためのＰＲ用ポスタ

ーを作成します。地域の大人の方には、空き

家の管理などをお願いできたらなと考えてお

ります。

○小島琉冬議員 小島琉冬です。

このアイデアを実現することで、新城市へ

のメリットは、地元の食材を提供するので地

産地消が進みます。次に、宿泊施設として活

用するので、空き家の放置が減ります。さら

には、新しく宿泊施設をつくるよりお金がか

からないといったメリットがあることです。

空き家を活用して新城に来るきっかけをつく

ることができ、新城に住んでくれる人が増え

人口増加につながると僕たちは考えました。

以上で、僕たちの発表を終わります。あり

がとうございました。

○曽田こころ委員 山下さん、原さん、小島

さん、ありがとうございました。

次の発表者は、山本奈実さん、川村莉央さ

ん、櫻本怜菜さん、狭石華澄さんです。よろ

しくお願いします。

○山本奈実議員 東郷中学校の山本奈実です。

今から私たちが考えたアイデア、「新城花

いっぱいプロジェクト」について発表します。

現在、東郷中学校では、「花の応援団」と

いう花を増やす活動をしています。生徒たち

がボランティア活動して学校にある馬防柵前

の柵のところに咲いていた芝桜を鉢に植えか

えて草取りをし、坂のところにその芝桜でＴ

ＯＧＯという文字をつくり、東郷中の伝統と

していきたいと始めた活動です。この活動を

東郷中だけではなく、地域全体に広めていき

たいと考えた末に、このアイデアが生まれま

した。

○川村莉央議員 川村莉央です。

まず、この活動を東郷地区で広めていきた

いと考えています。活動を多くの方に知って

もらうために、私たちでチラシやポスターを

つくります。つくったチラシを回覧板を利用

して地域の方へ周知し、一緒に活動してくだ

さるボランティアさんを集めます。そして、

お花を準備するために、私たちが地域で募金

活動を行い、集まったお金で苗や肥料を購入

します。購入した苗をボランティアさんたち

と一緒にいろんなとこへ植えます。いずれは、

新城全体にこの活動が広まることを目標にし

ています。

○櫻本怜菜議員 櫻本怜菜です。

これを実現するために、私たちが何をする

かというと、周知用のポスターやチラシの作

成、苗などの購入のための地区への募金活動、

季節に合った苗の選定、苗の水やりを行いま

す。また、ボランティアにも花の水やりや管

理をお願いしようと考えています。

○狭石華澄議員 狭石華澄です。

このアイデアを実現することで、新城市へ

のメリットは、地域全体で行うことで地域の

団結力が深まります。少しずつでも花がふえ

ればごみを捨てる人が減り、町がきれいにな

ります。花がきれいに植えてあれば、観光名

所となり新城にまた来たいと思ってくれる人

が増えると考えました。新城市のためにもこ

の活動をしたいと思っています。

以上で、私たちの発表を終わります。あり

がとうございました。

○曽田こころ委員 山本さん、川村さん、櫻

本さん、狭石さん、ありがとうございました。

東郷中学校の発表が終わりました。市長よ

り御意見をいただきたいと思います。よろし

くお願いします。

○穂積亮次市長 まず、東郷中学校の皆さん、

すばらしい発表ありがとうございました。

最初の空き家の利用に関することですけど

も、まず第一に、まず最初に皆さんがこの空

き家問題の提案に当たって、空き家の掃除か

ら始めるということを言ってくれました。み

ずから汗をかいて、地域の問題を解決すると

いう気持ちがあらわれたものとして大変感銘

を受けました。さらに、野菜づくりも含めて

やってみようということでありました。ちょ
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うど今新城市全体で空き家対策というのに取

り組んでいます。空き家対策特別法というの

が国の法律でできまして、空き家を今後長期

期間にわたって、どういうふうに管理をして

いくか。あるいは逆に、もう危ないような空

き家。それが倒れると近隣に被害があったり

道をふさいだりする、そういうものについて

は所有者の皆さんにしっかりと勧告をした上

で、なおできない場合には行政がかわりに取

り壊しをしたりする、そういうような法律が

できたことに伴って、空き家対策が今新城全

体で取り組まれています。一体どのぐらいの

空き家があるかといいますと、空き家の定義

によってもいろいろ違うんですけども、市内

で地域の皆さんに協力していただいて、地域

の空き家を全部数年前に調べました。そうし

たところ、優に１，０００件を超える空き家

があることがわかりました。そうして今危険

が迫っている空き家というのも１００件ほど

あります。そうした中で、東郷中学校の皆さ

んが地域の活性化のために、この空き家につ

いて着目をしてそれを自分たちの手で加えて

何かの新しい場所に切り替えようというので

あったというふうに思います。

東郷地区には地域自治区というのがありま

す。皆さん御存じかどうかわかりませんけれ

ども、新城市内を１０の区域に分けてそれぞ

れ地域の住民の皆さんが１０地域の課題をみ

ずから考え、みずからで予算づけをしていく、

そういう制度ですけれども、東郷地区ではち

ょうど今年度地方での仕事や暮らしを実践体

験をする田舎フリーランス養成講座、フリー

ランスというのは会社とかに縛られないで自

分で自主的に働いて稼ぐ人をいうんですけれ

ども、それを新城の東郷自治区で拠点をつく

っていこうというそんなアイデアでありまし

た。その場所を東郷地区内の空き家を考えて

いるというのが今回の提案でしたので、ぜひ、

皆さんのほうからも東郷の地域自治区の地域

協議会の皆さんに提案をしたり、話し合って

皆さんにもできることを一緒になって考えて

もらえると、空き家の利活用についての新し

いモデルが生まれてくるのではないかと楽し

みにして聞かせてもらいました。空き家とい

っても一口に言っても大変難しい問題があり

ますけれども、長年にわたって管理するには

相当な労力も必要ですし、皆さんが中学生で

やろうと思うと代々に引き継いでいかなけれ

ばならない。そんな課題もあると思いますが、

課題に真正面からぶつかって、自分で感じた

ことを一緒になって考えて解決策を巡っても

らうと市のためにも大きな貢献になるのでは

ないかと思います。

次に、新城花いっぱいプロジェクトですけ

れども、これは大変最初のアイデアから実現

に向かってのプロセスまで含めて、非常によ

く考え抜かれた提案だなというふうにお聞き

をしました。実現性の強い課題だというふう

に思いました。それも、これも東郷中学校で

始まった花の応援団の活動を地域全体に広め

ていこうという、もう既に出発点が、土台が

しっかりしてるころだというふうにも思いま

したし、そして、花をいっぱいにしていくと

いう活動は、地域を本当に明るくして観光面

でも大きな貢献をしてくれます。新城の中で

も菜の花を観光地に人を寄せる場所にしたり、

あるいはコスモスの小径といって、迷路をコ

スモスでつくってもう数年になりますけども、

季節になると大変なにぎわいを見せるような

地域の取り組みもあります。そうした意味で、

フラワーロードの東郷の地域自治区でも、フ

ラワーロードの整備という計画が今年度でき

てきています。地域の中で同じような活動を

してる方がたくさん見えますし、過去には新

城高校の高校生の皆さんが若者チャレンジ補

助金といって、若者の団体がこういう活動を

してみたいというのに対して、市が補助金、

それに対する補助をする支援するお金を予算

をつけるんですけども、それで新城高校で花

いっぱいプロジェクトというのに取り組んだ
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経過もありました。皆さんが今までの花の応

援団活動を母体にして、チラシを配ったり、

みずから募金集めをしたりして、地域全体に

広めていこうという意欲は、地域の皆さん必

ず受けとめてくれると思います。ぜひ、地域

の自治区の皆さんにも先ほどの空き家の利活

用の皆さんと同様に地域協議会の皆さんに問

題を話し合ってみることを、ぜひ、お勧めし

たいと思いますし、それによって生まれてき

たことについては市としても応援できること

があれば全力でしていきたいと思います。

東郷中学校の皆さんに重ねてお礼を申し上

げてコメントとします。ありがとうございま

した。

○曽田こころ委員 ありがとうございました。

東郷中学校の皆さんは、自席にお戻りくだ

さい。

３番目の中学校は、鳳来中学校です。鳳来

中学校の皆さんは、質問席へ移動してくださ

い。

（鳳来中学校議員 質問席に移動）

○曽田こころ委員 発表者は、菅沼大輝さん、

平井緑空さん、内山紗那さん、林暉登さんで

す。よろしくお願いします。

○菅沼大輝議員 鳳来中学校の菅沼大輝です。

今から僕たちが考えたアイデア、「廃校の

活用」について発表します。

このアイデアが生まれた経緯として、僕ら

は新城市の使われなくなった施設、場所を活

用してみんなが盛り上がるイベントをやろう

と考え、そのイベントを開催するために廃校

が適しているのではないかという話し合いか

ら、このアイデアが生まれました。

○平井緑空議員 平井緑空です。

具体的に僕らが考えた廃校を活用したイベ

ントは、一つ目は体育館での映画の上映会、

二つ目は学校給食をつくって食べることがで

きる体験イベント、三つ目は夏に学校使った

肝試し、四つ目は冬に教室を使って木工教室、

この四つを考えました。

○内山紗那議員 内山紗那です。

このアイデアを実現するために、私たちが

どのイベントもチラシをつくって配付し、イ

ベントのＰＲを行おうと考えています。私た

ち中学生だけでは開催することはなかなか難

しいので、上映会については地域の方に協力

を得ながら上映機などのレンタルをして開催。

学校給食イベントは給食をつくれる地域の方

に協力を得て開催。肝試しは地域の方と協力

しながら一緒に仕掛けづくりをして開催。木

工教室では地域の方に講師をしてもらい、巻

末材を活用して開催をしようと考えています。

○林暉登議員 林暉登です。

このアイデアを実現することによって、新

城市へのメリットは、廃校を活用することに

よって中心部ではなく住んでいる人が少ない

地域が注目される、それによって観光客や移

住者がふえる可能性があり、新城市の活性化

につながると考えています。

以上で、僕たちの発表を終わります。あり

がとうございました。

○曽田こころ委員 菅沼さん、平井さん、内

山さん、林さん、ありがとうございました。

鳳来中学校の発表が終わりました。市長よ

り御意見をいただきたいと思います。よろし

くお願いします。

○穂積亮次市長 鳳来中学校の皆さん、あり

がとうございました。

廃校のあり方、今後の利活用というのは、

地域の大きな課題でありました。今もなおそ

うでありますが、いろいろとアイデアを地域

の皆さんに募集したり、あるいは市で検討し

たりして実際にいろんなことで試したことも

たくさんございます。また、成功例も失敗例

もたくさんあります。日本全国各地でこの問

題に取り組んでいますので、皆さんの思いを、

それをスタート組と同じ共有できるものがた

くさんあるのではないかと思います。学校と

いうのは、日本にとても大きな存在です。小

中学校が義務教育化されていますが、学校の
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義務教育は明治の時代に始まりました。もう

１５０年以上の歴史があるわけですけども、

以来学校っていうのは地域の中心でもありま

したし、そして人を巣立っていく、人を送り

出していく、そうした場でもありました。学

校から子供たちのにぎやかな歓声が聞こえな

くなると、地域はとても寂しくなりますし、

そっから心の中の火が消えるようなことを感

じることも多いわけです。そうした意味で、

廃校跡、学校の廃校跡っていうのは、単にほ

かの例えば民家がなくなって空き家になって

しまった、あるいは工場が移転してしまった

っていうのとはまた違った思いを、地域の皆

さんに抱かせるものですが、それを中学校の

皆さんが廃校の利用ということから問題を提

起をしてもらったのは、あまりこれまであり

ませんでしたが、鳳来中の皆さんがそこに着

目をしてくれたということは、とてもうれし

く感じました。

映画の上映会については、先ほど言った地

域自治区の中の一つの新城の、ここの中心部

の自治区の皆さんが地域自治区の予算を使っ

て、これまで３年目になりますか。映画上映

会を行いました。それは主に、昔の映画を楽

しんでいただいた高齢者、お年寄りの皆さん

ですね。少しでも町の中に出てきてもらって、

そして、かつての交流を取り戻していくとい

う意味合いでしたけれども、今回皆さんは、

廃校跡を利用して上映会をするという新しい

アイデアでありました。新城市内では、廃校

の利用についてはたくさんの事例があります。

例えば、作手地区の菅守小学校というとこで

は、菅守農家レストランというのをつくって

若い地域おこし協力隊で作手に来た方が、女

性ですけども、栄養士さんの資格を持ってた

もんですから、そこで地元の食材を使ったレ

ストランを開業して大変な人気を博している

例があります。あるいは、鳳来の門谷小学校

の跡では、いろんな方々が子供たちのキャン

プに使ったり、美術展をそこで催したり、い

ろんな事例がありますけれども、皆さんの言

っていただいた映画上映、そして木工、給食、

そして肝試し、これら一連の一つのパッケー

ジになったようなアイデアになって仕掛けら

れたら、これまた一つの大きな話題になるの

ではないかなというふうに思います。

肝試しは、先ほど新城中学校からも提案が

ありました。皆さんがやるとしたら、どんな

風な肝試しになるのでしょうか。見てみたい

気もします。ぜひ、皆さんのアイデアが少し

でも実現に向けていけるように、地域の皆さ

ん、また学校の先生方ともよく話し合っても

らいたいと思います。

廃校の利活用については、新城市が責任を

持って管理をしておりますので、こども園廃

校になった、廃園になった旧の保育園も含め

て、皆さんのアイデアが生かせるならば我々

としても十分に検討していきたいと思います

ので、さらにアイデアを練り上げられていた

だければと思います。

以上でコメントとします。ありがとうござ

いました。

○曽田こころ委員 ありがとうございました。

鳳来中学校の皆さんは、自席にお戻りくだ

さい。また、次の発表者が八名中学校となり

ます。新城中学校・東郷中学校の皆さんは、

後ろの席へ移動し八名中学校の皆さんと席を

入れ替わってください。

４番目の中学校は、八名中学校です。八名

中学校の皆さんは、質問席へ移動してくださ

い。

（八名中学校議員 質問席に移動）

○曽田こころ委員 発表者は、伊藤楓真さん、

垣内田愛さん、祖父江千紗さん、中川さちさ

ん、植村あさみさん、梶本朋伽さん、河合由

希乃さん、建部結衣さん、今泉愛捺さん、梅

田昌茉さん、平田慧さん、伊田青樹さん、岡

本涼華さん、山下絵美さん、榊原千春さん、

松井美空さんです。よろしくお願いします。

○岡本涼華議員 八名中学校の岡本涼華です。
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今から私たちが考えた、「八名夕涼み会」

について発表します。

八名地区は、年々子供の数や商店が減少し

てきています。今ではお店と言える店がコン

ビニ１軒となってしまい、買い物に行くにも

市街地まで車で出るか、山を越えて三ヶ日ま

で行く必要があります。八名地区は少し元気

がなくなっているのではないかと思いました。

○植村あさみ議員 植村あさみです。

そこで、子供からお年寄りまでが参加し、

楽しめる会を開きたいと思い、八名夕涼み会

を企画しました。これは、昨年度の中学生議

会から引き継いで、八名をもっと盛り上げた

いという思いを形にしました。会場は八名マ

ルシェ旧Ａコープです。八名地域協議会の加

藤久美子さんに相談したところ、私たちの思

いに賛同していただき、すぐに動き出すこと

ができました。

○垣内田愛議員 垣内田愛です。

準備計画をし、実際に８月１０日土曜日に

八名夕涼み会を実施することができました。

準備から当日までをスライド形式にしました

のでごらんください。

まず、７月２０日土曜日に１回目の集まり

がありました。どんな会をするかみんなで考

えました。

○今泉愛捺議員 今泉愛捺です。

一番驚いたことは、八名夕涼み会で何をや

りたいか、附箋で貼り出すときに絶対に無理

だと思う案も出すことです。そうすることで、

それぞれの意見のよいところを合わせること

などができます。若者議会の八名中学校の先

輩が進行してくれたので、スムーズに進みま

した。

○中川さち議員 中川さちです。

この会では、お客さんを２００人集めるこ

とを目標にしました。話し合いの結果、かき

氷アンド盆ダンス、流し○○の二つを行うこ

とにしました。かき氷では、ただのかき氷で

はなく、カルピスやコーラを凍らせたかき氷

にしたり、流し○○ではそうめんを流すので

はなく衛生面を考えてお菓子を流すことにし

ました。

○梶本朋伽議員 梶本朋伽です。

計画を進めて行くにつれて、氷はいつ、誰

がどうやって用意するのか。流し○○のとき

はどうやって調達するのか。当日までに用意

するものは何かと具体的な課題が浮かび、そ

れを解決するためにさまざまな工夫が出てき

ました。

○榊原千春議員 榊原千春です。

材料をそろえたり、宣伝したりするのにお

金がかかることがわかりました。そこで、市

が行っている新城市若者チャレンジ補助事業

と中学生議会をタイアップすることにしまし

た。私たちの企画が市に認められ、５万円の

予算をつけていただきました。

○梶本朋伽議員 梶本朋伽です。

役割を分担し、材料を買い出しに行きまし

た。夏休みで少し時間にゆとりがあるので、

友達同士で時間を合わせて行くことができま

した。ほかにもチラシを作成し、回覧板で地

域に回して宣伝をするなど、少しでも多くの

お客さんに来ていただけるように工夫しまし

た。

○山下絵美議員 山下絵美です。

当日、掲示物やポップづくりなど、みんな

で会の準備をし、みんなで盛り上げようと声

をかけ合い、八名夕涼み会がスタートしまし

た。八名マルシェでも、ポテトやポップコー

ンを販売し八名中の先生方もスーパーボール

すくいや焼きそばを担当し、縁日のような楽

しい会が始まりました。

小さな子からお年寄りの方までたくさんの

方々がこの会に参加してくれました。楽しそ

うに、流し○○で箸を使う子供の姿やおいし

そうにかき氷を食べてくれるお客さんもいて、

この会を企画して本当によかったと思いまし

た。来年もやってねと言ってくれるお客さん

もいて本当にうれしくなりました。
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○松井美空議員 松井美空です。

会の最後には、フィナーレとして盆ダンス

を行いました。新城音頭やパプリカなどさま

ざまな年齢層が踊れる曲を用意しました。子

供からお年寄りの方まで、たくさんの方が楽

しく輪になって踊り、会を盛り上げることが

できました。

○伊田青樹議員 伊田青樹です。

目標の２００人を集めることはできません

でしたが、１５０人近くの地域の方が八名夕

涼み会に来てくれました。また、２万７，１

４０円の売り上げを出すことができ、会を盛

り上げるだけではなく、材料費などを考え、

この会自体が赤字にならないようにどうすれ

ばよいのか、学ぶことができました。

○梅田昌茉議員 梅田昌茉です。

その後、片づけをし、会の反省を行いまし

た。もし、来年度やるならどうするか。今回

の反省をどう生かすかなど話し合いをしまし

た。何もかも初めてで、それでも自分たち中

学生でもこんな行事ができるんだということ

を改めても知ることにもなり、大変有意義な

会になりました。

○祖父江千紗議員 祖父江千紗です。

この八名夕涼み会の成功は、決して私たち

だけでできた行事ではありません。八名マル

シェの運営者であり、八名地域協議会の加藤

さんや瀧川さんをはじめ市役所のまちづくり

推進課の方々、若者議会の先輩方などのたく

さんの協力があって行うことができました。

○建部結衣議員 建部結衣です。

これから、この八名夕涼み会の反省を生か

し、新しいことも企画しようと思います。八

名マルシェをテスト勉強のために自習室とし

て開放する。ハロウィンパーティー、クリス

マス会、お化け屋敷や花火大会を行う。ほか

にも八名マルシェで売るものを、中学生とし

ての目線で商品開発をするなどです。

○平田慧議員 平田慧です。

僕たち中学生が考えたことで、新城市を少

しでも盛り上げることができたらいいなと思

います。

以上で、僕たちの発表を終わります。あり

がとうございました。

○曽田こころ委員 伊藤さん、垣内田さん、

祖父江さん、中川さん、植村さん、梶本さん、

河合さん、建部さん、今泉さん、梅田さん、

平田さん、伊田さん、岡本さん、山下さん、

榊原さん、松井さん、ありがとうございまし

た。

八名中学校の発表が終わりました。市長よ

り御意見をいただきたいと思います。よろし

くお願いします。

○穂積亮次市長 八名中学校の皆さん、あり

がとうございました。

八名マルシェでの夕涼み会、これはアイデ

アを提案していただいたというよりもアイデ

アを実現をしたことを報告をしてもらった、

すばらしいレポートと聞かせてもらいました。

８月１０日の夕涼み会の催しは私も事前に

知っておりまして、時間があれば行きたいと

思っていましたけれども残念ながらかないま

せんでしたが、今のスライドを通じてすばら

しい、楽しい、そして盛り上がった会になっ

たことがよくわかりました。反省点とともに

皆さんの思いをしっかりと受けとめたつもり

でございます。

この事業は、八名中学校の皆さんが前年の

中学生議会の先輩方の提案を引き継ぎながら、

自分たちでアイデアを温めるとともに、それ

を積極的に地域協議会の先輩方に話を持ちか

けたり、そして、若者議会の先輩方がそれを

サポートする。そして、学校の先生方、市役

所の職員が協働しながらみんなの思いを、八

名の地域の形にしていこうとして実現をした

すばらしい事業だったと思います。その課程

で皆さんが学んだことは、今短い報告の中で

はありましたけれども、はかり知れないもの

があったと思います。アイデアを形にすると

いうことは、一人ではできないわけですから、
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参加するみんなの考え方を、ベクトルを一つ

に方向を合わせなければならない。合わせて

一つの企画ができても、実は、それを実現す

るにはたくさんの裏方の仕事があるというこ

と。お金もいるし、調達をする方法もいる。

それぞれの役割分担もある。役割分担も本当

に苦労も多い仕事です。そして、当日多くの

人に知ってもらうためには、ＰＲ、周知が欠

かせない。それをどういう手段で行ったら一

番有効なのか。あるいは、会場の設営の準備

をいつ誰が、どこから初めていくのか。何か

トラブルがあったときにどうするのか。いろ

んなことを考えながら一つの事業を実現をし

たと思います。ただ、机上でああしたらいい、

こうしたらいいと言ってたのとは次元の違う

学びを、皆さんが得たということがよくわか

った報告であったと思います。このことが、

さらに地域を元気づけていくこと、そして旧

Ａコープの今現在の八名マルシェの場が地域

の活動の大きな拠点となって、あそこが八名

のよりどころになるような、心のよりどころ

になるような、そんなふうに皆さんが盛り立

ててほしいと思います。

今回の夕涼み会は、中学生の皆さんが主人

公になって、主体になってやったという点で、

これまでのいろんな事業とはまた一味違った

ものが生まれました。それまでの新中、東郷

中、鳳来中の皆さんもそうでしたけれども、

中学生の目線から地域を見て、その目線から

地域の足りないところ、いいところを光を当

て、そして、それをどうしたらより輝かせる

ことができるのかをアイデアを出し合って実

現をしていく。何物にもかえがたい地域活動

であったというふうに思います。

今後は、ニューキャッスルアライアンスに

参加した高校生が国際交流についても検討し

ているそうですので、そうした面でも、ぜひ、

検討されたらいかがかなと思います。さらに、

八名中学校では、新城ラリーへ出場していろ

んなＰＲをした経験もあります。目を世界に

広く、大きく持って、いろんなチャンスを貪

欲に吸収して、自分のものにしてチャレンジ、

チャレンジ、チャレンジをし続けてほしいと

思います。皆さんの勇気ある行動力に心から

敬意を表してコメントにしたいと思います。

ありがとうございました。

○曽田こころ委員 ありがとうございました。

八名中学校の皆さんは、自席にお戻りくだ

さい。

以上で発表が全て終了しました。

それでは、本日御出席していただいた新城

市議会丸山議長から御挨拶をいただきます。

よろしくお願いします

○丸山議長 皆さん、こんにちは。

本日は本当にこの日曜日、また夏休み期間

中っていうことで、中学生議会、方法もがら

っと変わって大変興味ある方法で、若者議会

の皆さんも協力し合っていただいて本日を迎

えました。非常に私たち議会としても関心が

高く、常日ごろ中学生の皆さんがどういうこ

とを考えてお見えになるのか。また、どんな

提案をされるのか。そんな思いで毎年毎年こ

の機会を楽しみにしております。きょうも都

合つく議員の皆さんは、傍聴者の席のほうに

ついておられますけれども、本日は私と村田

副議長と同席をさせていただきました。大変

ありがとうございます。また、いつものこと

でありますが、この議場を本当に利用してい

ただいて大変うれしく思っております。ちょ

うどこの下の部屋は、ちょうど今改修しがて

ら、またこの３階も改修しがてら、今不都合

な面を改善しながらやっております。我々も

これで議会が９月になると入っていくわけで

ありますが、途中でちょっとエアコンも故障

したりとか、多々ちょっと不便な面もござい

ますが、これ我々大人の責任の中でしっかり

と乗り越えてまいりたいと、このように思っ

ております。

また、本日本当にこの議場をごらんになり

ましたように、このモニターが設置されまし
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て、昨年設置されたわけでありますが、フル

に今こうやって活用させていただいておりま

す。またいろんな皆さんが成長するにあたっ

て、いろんな局面、また場面があろうかと思

いますが、この議場にまたお越しにいただい

た際には、十分な活用をしていただければ幸

いであります。

昨今、私ちょっと最近のこの政治情勢って

いうんですか。今、先ほど市長さんも世界に

羽ばたいていただきたい、こういう旨の夢の

あるお話もいただいたわけでございますけれ

ども、テレビのチャンネルをひねりますと、

世界の若者の中でも、ちょっと一つ例を挙げ

ますと香港。香港って御存じですね。中国の

大きな大陸のすぐ南のところに小さい島があ

りますが、これがイギリスの支配下にあって

約１５０年ほど植民地としてあったわけです

ね。これが約２０年以上前に返還されて、イ

ギリスから中国へ返還されて今一国の二つの

制度という形で今進んでおりますが、最近の

ニュース見ますと、香港の若い世代の人たち

がデモンストレーションで町中を埋め尽くし

ている。こういう場面をニュースで見られた

方がいらっしゃると思います。こういう方々、

若い人たちは、二十数年前に返還されたころ、

そのお父さんやお母さんが独立だとか、それ

から自由だとか、権限を主張したお父さんや

お母さんたちですね。その子供さんたちが今

こういうような境遇の中で、町中でみんなで

埋め尽くして何を訴えているかというと、み

ずからの皆さんの権利、また自由、それから

主張を、これを一生懸命叫ばれておられます。

その要因はともかく、また要因については中

学生の皆様方がまた勉強してくだされば結構

でありますが、やはりこういう場で、ああい

う場で香港の若者たちが主張をし、自由、権

利をしっかりと確保していく、これは世界の

流れでもありますし、この日本の中でも、私

たち新城市は市長を筆頭に若い皆様方にしっ

かりと主張していただけるこういう場を、場

づくりを今後もまた与えてくださると、こう

思います。我々も、議会も、皆様方の行動や

そしてお考えをしっかりと支えて、これから

も我々も協力してまいりたいなと、こんなふ

うに思っております。

今日の本当に皆様方の発表も含めて、主張

は見事でございました。これからも我々議会

はしっかりと皆様方のお気持ちを受けとめて、

また議会のほうにも反映してまいりたいと思

います。本当にありがとうございました。

○曽田こころ委員 ありがとうございました。

次に、和田教育長から御挨拶をいただきま

す。よろしくお願いします。

○和田教育長 中学生の皆さん、発表本当に

ありがとうございました。それぞれの中学校

において、そこを足場にして我が学区、そし

て新城市に目を向けて皆さん方の発想力、ア

イデアでもってしっかりと計画してくださっ

たこと、そして、また活動に向けてやられた

こと、本当に心から感謝したいというふうに

思います。

令和という時代が始まりました。令和の夏、

皆さん方にとっては本当に第一歩、市を考え

るという部分で記念すべき夏であったんでは

ないかなというふうに思います。暑さ指数が

３１を超すような、大変厳しい夏でありまし

たけれども、皆さん方の考えたことというの

は、これから必ず皆さん方の命に刻まれてい

くことではないかというふうに思います。皆

さん方の考えの、やっぱり一番いいなという

ことは、自分たちの地域の三宝、新城の自然、

新城の人、新城の歴史文化、このことに目を

向けて、そこからスタートしているというこ

と。これがすばらしいと思います。

それから、もう一つは、共育の発想でとも

に過ごし、ともに学び、ともに育つというこ

とで、中学生の仲間とともに、若者議会の仲

間とともに、あるいは地域、学校の先生、親

御さんたちとともに、このアイデア、活動を

進めようとしていること。あるいは進めてき
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たこと。それがすばらしいと思います。日本

の人口が減少しておりますけれども、今１億

２，０００万あります。先の大戦の後、日本

の人口は７，７００万でした。それを思うと、

まだ遥かに多い人口であります。この多くの

人々の持つエネルギーというのは決して諦め

たり、不安になったりする必要はないと思い

ます。共育のように、人を知り、人をつなぎ、

皆が元気になる。人を知り、人と人をつなぎ、

皆が元気になる、それがまさにまちづくり、

地域づくりの原点であるというふうに思いま

す。

それから、いろんなイベントを考えるとき。

一生懸命考える、これはすばらしいことです。

でも、そこに人を集めるためには、そこに遊

び心が必要だと思います。これを考えていく

と、みんながどう喜ぶだろうか。どう楽しめ

るだろうか。自分もどう楽しく、仲よくやれ

るだろうかと、そういう遊び心の視点がある

と、なお大きな楽しい活動が考えられていく

んではないかなというふうに思います。

イベントを考えるのに三段階あります。や

る前に考える、やりながら考える、やってか

ら考える、この三段階のステップを踏んで、

やってから考えたときに、次につなぐアイデ

ア、課題が浮かんできたとき、それはさらに

発展していくものになっていきます。ぜひ、

中学生の皆さんが今後今日発表したことを土

台に、さらにその活動を着実に大きく広げて

いっていただけたらなと思います。

最後に、そのために必要なこと。それは、

自分がやろうとしていることの、その課題を

生み出すときに事実がどれだけあるかという

ことでございます。人間には五感があります。

五感、わかりますね。目で見る、耳で聞く、

鼻で嗅ぐ、そして口で味わう、そしてさわる

ね、五感がありますけれども、そういった事

実を習得するのは何かと。この五感の中で二

つある器官を頭の中に思い浮かべてください。

目がそうだね、だから二つの目でしっかりと

事実を見ていくこと。二つの耳でしっかりと

現実を、事実を聞きとっていくこと。こうし

たことで、取材することによって自分の考え

がしっかりと固まってきて、そして口から一

つの口で発信していくことができるんだよね。

そういう意味合いでさまざまな経験、さまざ

まな読書、そして地域の人との共育のつなが

りでもって、たくさんの経験取材をして発信

していっていただきたいなというふうに思い

ます。

夏休みもあとわずかです。この経験をもと

に、各中学校でまた皆さん方が大いに活躍、

活動をしていただけることを祈念いたしまし

て、私の挨拶とさせていただきます。本日は

本当にありがとうございました。

○曽田こころ委員 ありがとうございました。

最後に、穂積市長から御挨拶をいただきま

す。よろしくお願いします。

○穂積亮次市長 はい、新城中学校、東郷中

学校、鳳来中学校、そして八名中学校の皆さ

ん、今日は本当にありがとうございました。

夏休みの時間をだいぶ犠牲にしてといいます

か、使って、先輩方あるいは地域の皆さんと

一緒に知恵を絞って、今日の議会に臨んでく

れたと思います。

この議会は、新城市議会から議場をお借り

してやることができました。これが中学生議

会の一つの大きな特徴です。議場というのは

なぜこんなに緊張するのかって思うぐらいに、

理由なく緊張させられる場でもありますけれ

ども、そうした場を体感をしてくれたことも

大きな学びだったかなと思います。

この新城市の中学生議会は、もともとは一

番最初は今から８年前、２０１１年３月１１

日に東日本大震災が起きました。８年前です

ので、皆さんは小学校に上がったか、上がら

ないかぐらい、そんな時分ですけれども、少

しは記憶に残ってるかもしれませんね。ある

いは小学校でも話題になったり、募金をした

りした経験もあるかもしれません。その夏、



－14－

震災が終わった夏、日本中で節電の課題、省

エネルギーの課題が大きな問題になりました。

福島第一原子力発電所が事故に遭いました。

それによって電力の供給が大変厳しくなった

ことから計画停電だとか、省エネ、節電とい

った日本中で叫ばれました。私ども新城市で

も市役所のさまざまなエアコンだとか、明か

りだとかの使用について考え直したわけです

けれども、そのときに中学生の６中学校の生

徒会の皆さんに呼びかけて、中学生にもそれ

ぞれの学校でできることを節電、省エネにつ

いてできることを考えてほしいと、市長のほ

うからお願いをして六つの中学校の生徒会の

代表の皆さんに夏休みでしたけども集まって

もらって、その中で中学生の皆さんが考えた

アイデアや、あるいはこうしたらいいんでは

ないかという話をしてもらいました。それが

一つの大きなきっかけになって、次の年から

中学生議会というのが始まりました。議場の

場で各中学校の代表者の皆さんが、地域の課

題を取り上げたり、あるいは自分たちが考え

る新城市全体のテーマについて意見を出した

り、あるいは私どもの市長をはじめとした市

の職員に質問をしたりする、そんな場であり

ました。そして、そこから若者議会というの

も始まってきました。さらに先ほど言いまし

た地域自治区制度というのも時を前後して始

まってきたわけです。こうして、今回は議長

さんが今日最初に申し上げたとおり、おっし

ゃっていただいたとおり、これまでの中学生

議会とはちょっとやり方を変えて市役所の執

行部に質問をするという形ではなくて、むし

ろ皆さんの中学生側からの提案、アイデアを

発表してもらい、それに対して私たちからコ

メントをするという場に変わりました。変わ

ったけれども、それに至る過程では、八名マ

ルシェのように、あるいはほかの地域の皆さ

んもそうであるように、地域の皆さんといろ

いろなことを考え合いながら、学校の先生に

も協力をしてもらいながら一つの形にしてく

れました。何よりも、若者議会の皆さん先輩

方がこのサポート役に回ってもらいました。

こうした流れ、人と人がつながっていくこと

が中学生議会を一つの起点にしながら、その

つながりがどんどん広がってきています。こ

れが何よりも新城市がこれからの一番の強み

とする力であります。市民同士のつながり、

市民の中でも地域同士のつながり、あるいは

世代の違う人同士のつながり、さらに新城市

外の人ともつながっていく、世界に広がって

いくつながりでもあります。最近では、新城

市内にも外国人の居住者の方が月ごとに増え

てきていまして、８月には１，０００人を超

えました。市内の小中学校で外国の友達がい

る学校もたくさんあるかと思います。新城市

ではまたニューキャッスルアライアンスとい

って世界十数カ国の新しい城という名前を持

った都市の皆さんとつながりを持っています。

ちょうど今日高校生の海外派遣が終わって帰

国をするときではないかと思いますけれども、

今は一週間ほどイギリスのニューカッスル・

アポン・タインというところに高校生の代表

を送って交流をしてきました。いろいろなつ

ながりの中で力を発揮をしていけるように、

中学生議会もこれからどんどんブラッシュア

ップをして頑張ってほしいなというふうに思

います。

今日いただいた皆さんの提案は、いろいろ

まだ生煮えなところもあったところもあるで

しょうし、ほかの学校の提案を聞きながら自

分たちはもっとこういうとこ直したほうがい

いなと思うところもあったかと思いますが、

それぞれに込めた志、思いはこれからも持ち

続けて地域のことを自分のこととして考えな

がら、まちづくりを一緒になって担っていた

だければありがたいと思います。

今日ここにまで至った皆さんの努力、そし

て協力していただいた全ての皆さんに感謝を

申し上げまして、市長としての御挨拶にかえ

たいと思います。ありがとうございました。
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○曽田こころ委員 ありがとうございました。

本日は、令和元年度新城市中学生議会の進

行を務めさせていただき、誠にありがとうご

ざいました。

私もサポート役として参加させていただき、

一人一人が積極的に意見を出し、課題やお互

いの意見に真摯に向き合う姿がとても印象的

でした。そういった課題を解決しようといっ

た姿や、この意見とこの意見を合わせたらも

っといい意見になるんじゃない？っといった

そういう斬新な意見ですとか、そういう意見

は私たち若者議会のメンバーもすごくサポー

ト役ながらとても学ばさせていただくことが

とても多くありました。すごく感謝いたしま

す。ありがとうございます。

この議会で提案したアイデアをぜひ実行し

ていただければ、これからの新城市がもっと

いいものになると思います。そしてこれから

も新城市の未来のために、ワクワクするよう

なアイデアを考えていきましょう。

これをもちまして、令和元年度新城市中学

生議会を閉会します。本日はありがとうござ

いました。

○三浦彰企画部長 では、以上をもちまして

中学生議会を終了いたします。大変お疲れさ

までございました。


